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	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

今回精神医学会に参加し、南山苑において参加になるような学術はノロウイルスの院内感染の対応事例や農作業を取り入れたケアがあった。

ノロウイルスは南山苑においても一昨年に利用者様が発症し、利用者・職員共に多くの方が感染してしまった。ノロウイルスに対する知識は資料や勉強会でも学んだが、実際には感染は広がってしまっており職員にまで感染していたというのは、対応に問題があったのではないかと思う。今回のお題で感染力の強いノロウイルスやインフルエンザが例年院内で流行していたのが良好に制御しえたという報告が2例あった。その対策としては、毎年実施している病棟ラウンドへリンクナースや他職種も参加し、現場の様子を把握してもらったり、その場で質疑応答の時間を作り、スタッフに専門的な知識を提供していた。又、問題となった場所や参考にすべき対策を写真に収め、委員会の中で提示し情報共有を行っていた。今の南山苑の現状には各マニュアルは揃っておりいつでも把握できる体制にはなっているが、全職員が周知して完璧に実施できる体制作りにはなっていない。又、防止対策の意識が足りないように感じる職員もちらほら感じるので改善が必要だと感じた。

農作業を取り入れたケアでは農作業を通して行動力・集中力・持続性・計画性・達成感などの機能を回復し、共同作業によって仲間との協調性を養い最終的に社会復帰へと導くために「畑グループ」を立ち上げていた。5年目という事もあり、いろいろな品種を栽培しており患者同士で役割分担をして指導し合う等の協調性もありグループとしての機能も徐々に向上しているとのことであった。2階フロアでも今年より力を入れて行っており、徐々に成果は出てきているがまだまだ考慮する部分は多々ある。このグループでは精神症状・認知症状を有する方にとっても理解しやすいように作物別に計画表を作成し、目でみて手順を覚えるようにしていた。作物工程を理解し、自主的に計画・実施することが可能になっていた。2階では認知症が多い為に理解するところまでは難しいが、今後は利用者たちと一緒に何を育てていくか話し合い計画し、予定を組んでいけばもっとより良いものになると思う。又、職員の都合の良い時間のみの実施になってしまっていた為、来年度は実施時間を定着すると共に利用者の習慣となれるように考慮していきたいと思った。

研修要旨

1、 農作業「畑グループ」における現状と今後の取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～目で見ることからの意識変化～

兵庫県・医療法人俊仁会　大植病院

　　　　　　　　神戸大学医学部保健学科

· はじめに

農作業を通して行動力・集中力・持続性・計画性・達成感などを回復し、共同作業によって協調性を養い、社会復帰を導いて行く。

· 方法

1、 畑グループの立ち上げ

2、 認知症や総合失調症の患者にとって理解しやすいように計画表作成。

· 結果

患者は作業工程を理解し、自主的に作業を計画・実施することが可能になりつつある。

2、 ノロウイルス及びインフルエンザに対する効果的な感染制御法の提案

愛媛県・財団法人創精会　松山記念病院

· はじめに

地域流行や院内患者発生状況を指標に、独自の「フィーズ」を作成し、予め立てておいたフィーズ別対策を展開する感染制御の導入により例年院内で流行していたこれらの感染症が良好に制御した。

· 方法及び結果

1、 症候サーベイランス

2、 フェーズ別対策

· 結果

全病棟院に周知を図り、フェーズ別対策を展開できる「フィーズ」を用いた対策は，先手を取り、更なる悪しき段階への感染蔓延を防止する上で、効果的な感染制御法であり、精神科病院においても推薦したい。
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